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広報

　10月 28 日、　あしや砂像展 2022 開幕。オープニングセレモニーを鼓笛演奏で盛
り上げてくれた愛生幼稚園の園児たち（２列目）と砂像作家の皆さん（前列左からバグ
ラト・ステパニャンさん、スー・マクグリューさん、プロデューサーの茶圓勝彦さん、
大工園望さん。後列左からレオナルド・ウゴリニさん、マリエレ・ヘッセルスさん、
ジョヘン・タンさん、ギ・オリヴィエ・ドゥボーさん、ブルース・フィリップスさん）

芦屋町公式
ＬＩＮＥ
二次元コード



　

日
本
で
は
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）

年
か
ら
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、

幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利
で
す
。
し

か
し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

人
権
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
な
ど
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

誹ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
、
社
会
問
題

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識

し
、
自
分
の
言
動
が
差
別
や
偏
見
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
か
を
よ
く
考
え
、
他

人
の
人
権
に
も
配
慮
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
人
権
週
間
」
を
機

会
に
、
家
庭
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
、

家
族
や
友
だ
ち
、
身
近
な
人
た
ち
み
ん

な
で
人
権
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
互
い
を
理
解
し
、
誰
も
が
人
間
ら

し
く
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　１９４８（昭和 23） 年、 12 月 10 日に国際連合

総会の場で、 全ての人と全ての国とが達成すべき

ものとして、「世界人権宣言」 が採択されたっちゃ。

世界人権宣言は、 初めて人権保障の目標と基準を

国際的にうたった画期的なものっちゃ。 この宣言は、

世界各国の憲法や法律に取り入れられ、 世界各国

に強い影響を及ぼしてるっちゃ。 採択日である 12

月 10 日は「人権デー」 とされ、 世界中で人権擁

護活動を進めるための行事が行われてるっちゃ。

12月４日から10日までは人権週間です

誰もが人間らしく、

幸せに暮らしていける

社会を目指して
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差別をなくすために  第 450 号

だれもが夢をもつために
� 芦屋中学校２年　江口　瑠

る か
夏

　私が戦争のことを知ろうと思ったきっかけは、小説でした。そ
の小説には、特攻隊の男の子との恋の物語が描かれていました。
その本を読むまで、私は戦争のことをくわしく知りませんでした。
それをきっかけに、過去に起きた現実を知り、自分には何ができ
るのか考えるようになりました。
　最近では、ロシアのウクライナ侵攻が行われています。日本は
戦争をしていませんが、世界ではまだまだ戦争が行われていると
いうことを知りました。
　では、なぜ戦争をしていた人々は、争いで決めなければならなかっ
たのでしょうか。今から約 80年前、この私たちの住んでいる日本
でも戦争が行われていました。その戦争には、子どもや、大人、高
齢者、たくさんの人々が巻きこまれました。今は、学校に通えて、
勉強をして、友だちとたくさん遊んで、家に帰るとおいしいごはん
と家族が待っている、そんな、私たちにとってはあたりまえのよう
なことが戦時中を生きた人たちはできなくなりました。どうしてこ
んなことが起こるのに、人々は戦争を始めたのか、それは、戦争を
した人々はもっと幸せになりたかった、大切な人を守りたかった、
そんな思いがあったのではないかと私は思います。そんな思いがだ
んだんと強くなり、戦争もひどくなっていったのだと思います。
　太平洋戦争の末期に、日本軍が編成した生還を期さない体当たり
攻撃部隊、「特攻隊」がつくられました。特攻隊とは爆弾を抱えた
航空機もろとも敵艦に体当たりする部隊で、燃料は片道分、帰還す
ることは許されない設計となっていました。10代、20代の男子は
特攻隊員としての役目を果たした後、空に消えていったといいます。
私は特攻隊員として、「お国のために」と命を落とした人たちのこ
とを考えると、たまらない気持ちになります。大切な家族や愛する
人をおいて、空へと飛びたつ苦しみ、それでも愛する人たちを守る
ために戦った人たちは本当にすごいなと私は思います。
　このように、戦争に巻きこまれて亡くなった人や国のために、愛
する人のために亡くなっていった人が少し前の日本にはたくさんい
ました。今の私たちは当たり前のように幸せに暮らしていますが、そ
の当たり前はとても幸せなことなのだなとあらためて気づきました。
　そして、私たちにできることは、戦争で戦ったり、戦争に巻き
こまれたりした人々のことを忘れずに、一人ひとりが考える力をも
ち、二度と戦争をくり返さない、ということだと思います。人を思
いやり、命を大事にすることが人権を守るということにつながると
思います。戦時中、夢を持つことも、生きることさえもかなわなかっ
た人たちのために、だれもが夢を持ち、かなえられるような世界に
するのはまだまだ難しいですが、そんな世界にしていきたいです。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマに作成した作
文で、提出された作文の中から芦屋町人権・同和教育研究協議
会が選考したものを掲載しています。

■人権啓発パネルの展示

▽ �とき　12月１日木～９日金

▽ �ところ　役場１階ロビー

■第 24回芦屋町人権まつり

▽�とき　12 月 10 日土・午前 10
時～正午

▽ �ところ　あしや夢リアホール

▽ �内容　
⃝映画上映
　「今日も明日も負け犬。」
　テーマ　子どもの人権
※�詳しくは広報あしや 12 月号に
折り込んでいるチラシを見てく
ださい。

⃝�人権啓発パネル、小中学生によ
る人権啓発作品の展示など

▽ �問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６） 人権週間の行事
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芦屋芦屋産産
さんぴんさんぴん
品品の種がまかれましたの種がまかれました

� 10 月 25日　芦屋産品つくり方講座
　芦屋産品づくりを目的とする講座がスタートしました。芦屋港に新
たに作られる予定の直売施設で販売する商品、芦屋産品として全国展
開できる商品を育てようという取り組みです。
　初回の参加者は７組 10人。全国で直売所の企画プロデュースや特
産品開発を手掛けている講師の碇

いかり
孝洋さんから、「消費者が求めてい

る分量はどのくらいか」「デザインやキャッチコピー次第で消費者へ
の届き方が違う」など実例を交えて学んだ後、「ヒットする芦屋町の
産品を作りたい」など、今後の産品開発への思いを発表しました。
　この講座は、途中からの参加もできますので、興味のある人はふる
って参加してください。

� 10 月 16日　ふうせんバレーボール体験研修
「障がい者だけ」「健常者だけ」でなく「障がい者も健常者も」「障がい者だけ」「健常者だけ」でなく「障がい者も健常者も」

�10月７日・８日　秋の夜、コントラバスとピアノの夕べ in芦屋釜の里
秋の夕べに音色が響き渡る秋の夕べに音色が響き渡る

　雨音が聞こえる中、芦屋釜の里の大茶室で、北﨑千代佳さん（コ
ントラバス）と大庭晴美さん（ピアノ）のコンサートが行われ
ました。動物の謝肉祭より「象」や、「愛の讃歌」などが演奏され、
来場者はうっとりと聞きほれました。北﨑さんが、「コントラバ
スの音色はアルツハイマー予防に良いと聞いたので、一家に一
台コントラバスはどうでしょうか」という話に会場は笑いに包ま
れました。コンサートは盛況のうちに幕を閉じました。

　障がいのある人（障がい者）もない人も一緒に楽しめるようにと考
案されたふうせんバレーボール。その体験研修（芦屋町ボランティア
活動センター主催）が小体育館で行われ、14 人が参加しました。６
人１チームの中で３人が障がい者という構成で行われ、１人１回は必
ずふうせんに触れてから相手コートに返さないと反則となるルールで
す。車いすを自分で動かせない人でも、ほかの選手が車いすを押して
移動を手伝い、協力してプレーします。最高齢 88 歳で車いすに乗る
体験をした参加者は、「誰でもできて楽しい。でも思ったより激しく
て汗をかいた」と話していました。

　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い
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ドキドキ、ワクワク♪家族で野外クッキングドキドキ、ワクワク♪家族で野外クッキング
� 10 月８日　チャレンジキャンプ
　「自然の中で思いっきり、のびのびと遊ぼう」をテーマにデイキャン
プを行いました。参加者は町内の小学１～３年生の児童とその保護者
27人。竹切りや火おこしなどに目を輝かせながら取り組んでいました。
参加者からは「初めて竹切りをして上手にできた」、「子どもが自分でや
ってみたいと挑戦していて頼もしかった」などの感想がありました。

� 10 月 10 日　遠賀ロータリークラブ海岸清掃
きれいな海を守るためにきれいな海を守るために

　「ロータリー奉仕デー 海の豊かさを未来の子どもたちへ」
のテーマで、遠賀ロータリークラブの海岸清掃が行われま
した。風が強い中、海の豊かさを守るために幅広い年齢層
の皆さんが一生懸命ごみ拾いをしていました。ごみ拾いが
終わった海岸はとてもきれいな砂浜を取り戻していました。

こんなにいっぱい実ったよ！こんなにいっぱい実ったよ！
� 10 月 11日　稲作体験学習

� 10 月 13日　部活動練習着寄贈式
母校のために100着のジャージを寄贈母校のために100着のジャージを寄贈

　日本モーターボート選手会から芦屋中学校へジャージ
などが寄贈されました。芦屋中学校出身で日本モーター
ボート選手会福岡支部支部長の川上剛選手（写真：前列
右から 2 番目）は「このジャージを贈ることで少しでも後
輩たちの励みになればと思い寄贈させていただきました」
と話していました。生徒は「このジャージを着て県大会に
行けるようにがんばりたい」と笑顔で答えてくれました。

　稲作体験学習が行われ、町内３小学校の 91 人が体験しました。安全に
鎌で稲を刈る方法を、ＪＡ北九青年部（芦屋支所）の人たちに教えてもら
いながら、子どもたちは、一生懸命稲刈りをしていました。初めて稲を握
り、鎌を引く作業に、「手が痛い」という子も。それでも夢中で稲を刈る
子どもたちの目はキラキラしていました。自分たちで刈った稲をたくさん
抱えて運ぶみんなの顔は笑顔いっぱいでした。
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放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■�

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す

る
ま
た
は
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

■�

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

■�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▽�

出
願
期
限　
【
第
１
回
】
令
和
５
年
２
月

28
日
火　
【
第
２
回
】
３
月
14
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉５
８
５‐３
０
３
３
）

ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
‐
３
２
０
１
）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
北
九
州
地
区
】
12
月
15
日
木
・

午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�
と
こ
ろ　
【
北
九
州
地
区
】
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル

（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�

対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
、
介
護
分
野
に
就
業

し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５

８
４
‐
３
３
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

し
ご
と
相
談
セ
ミ
ナ
ー

　
こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
シ

ニ
ア
の
た
め
に
、
就
業
支
援
を
行
う
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
に
、
直
接
相
談
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
就
労
意

欲
が
あ
る
人

▽�

と
き　
12
月
22
日
木
・
①
午
前
10
時
～
正

午 

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
行
橋
市
中
央
公
民
館
（
行
橋
市

大
橋
）

▽
定
員　
各
回
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

主
催　
福
岡
県
、
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
、（
共
催
）
行
橋
市

▽�

参
加
支
援
団
体　
行
橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ

ン
タ
ー
、
福
岡
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、

福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉４
３
２‐２
５
１
２
）

犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
金
～
12
月
１
日
木

　
毎
年
11
月
25
日
～
12

月
１
日
は
、
犯
罪
の
被

害
に
遭
っ
た
人
へ
の
理

解
や
被
害
者
支
援
の
必

要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
「
犯
罪
被
害

者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
相
談
窓
口
】

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
相
談
窓
口
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

あ
な
た
の
心
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦�

福
岡
県
警
察
本
部
内 

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０
）

◦�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※�

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
は
、

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
課
被
害

者
支
援・相
談
係
（
☎
６
９
１‐０
１
１
０
）

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
者
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
免
許
を
持
ち
、

こ
れ
ら
の
免
許
に
か
か
る
業
務
に
従
事
し
て

い
る
人
は
、
12
月
31
日
土
現
在
の
住
所
・
氏

名
な
ど
を
、
２
年
ご
と
に
届
け
出
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽�

届
け
出　
就
業
地
の
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
ま
た
は
保
健
所

※�

医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
、

勤
務
先
を
通
じ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
届
け
出
が
始
ま

り
ま
す
。
福
岡
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

届
出
期
限　
令
和
５
年
１
月
16
日
月

※�

届
出
用
紙
は
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
医
療
指
導
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
２
７
６
）

みんなの

ひろば

ふくふくネット

福岡県生涯現役
チャレンジセンター

福岡県ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

里
古
り
て
屋
敷
の
奥
の
柿
た
わ
わ

�

小
川　
雪
野

無
住
寺
の
大
き
石
垣
ち
ち
ろ
鳴
く

�

花
田
八
代
美

駆
く
る
子
を
つ
い
と
追
ひ
抜
く
蜻
蛉
か
な

�

吉
住　
利
枝

台
風
の
過
ぎ
つ
つ
振
子
か
す
か
な
り

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

バ
ト
ン
受
け
眼ま

な
こに
力
運
動
会

�

田
尾
三
千
枝

七
五
三
お
す
ま
し
顔
に
お
ち
よ
ほ
口

�

縄
田　
惠
子

黒
潮
へ
切
り
岸
尽
き
て
石
蕗
の
花

�

仲
山
ク
ニ
子

こ
の
町
に
駅
舎
の
跡
や
暮
れ
の
秋

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

シ
ー
チ
キ
ン
缶
に
指
か
け
力
入
れ

引
け
ど
も
開
か
ず
缶
切
り
使
う

�

宮
﨑
佐
代
子

こ
わ
ご
わ
とPayPay

使
い
て
妣

な
き
は
は想
う

A
TM

に
不
安
が
り
き
と

�

村
上　
一
惠

侘
し
く
も
空
家
に
は
り
つ
く
蔦
の
葉
の

色
づ
き
始
め
秋
の
風
吹
く

�

田
中
勢
津
子

刈
り
取
り
を
終
え
し
田
ん
ぼ
は
蘖

ひ
こ
ば
えの
伸
び
て

広
が
り
緑
と
な
り
な
り
ぬ

�

後
藤　
征
子

川のほとりに立つ者は
� 寺地　はるな　著  

　カフェの若き店長・原
田清瀬は、ある日、恋人
の松木がけがをして意識
が戻らないと病院から連
絡を受ける。松木の部屋
を訪れた清瀬は、彼が隠
していたノートを見つけた
ことで、恋人が自分に隠
していた秘密を少しずつ
知ることに―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�５日月、12日月、19日月、22日木、
26日月、29日木～ 31日土

　　　　　【年始】１月１日日～３日火

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

と　き 　　出　演・催　し　　
7 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日土 お話しポケット
17 日土 おはなしトントン
25 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。

　図書館は、年末年始は休館です。
そこで、通常 10 冊までの貸出冊
数を無制限とします。この機会に、
長編小説や全集、絵本などたくさ
ん借りて読書を楽しんでみませんか。

▽ �期間　12月13日火～28日水、１月４日水～９日月
※ �1 月 10 日火～ 20 日金は蔵書点検のため休館し
ます。

貸出冊数無制限

【一般書】
闇の聖域 佐々木　譲� 著
十三夜の焔

ほむら

月村　了衛� 著
機械仕掛けの太陽 知念　実希人� 著
栞
しおり

と嘘の季節 米澤　穂信� 著

【児童書】
考えたことなかった 魚住　直子� 作
ひみつの犬 岩瀬　成子� 作
ねこ と ことり たての　ひろし� 作
ゆきの げきじょう 荒井　良二� 作
クリスマスのおとしもの えがしら　みちこ�作

【クリスマス特別おはなし会】
　大型絵本の読み聞かせや舞台を使
った、いつもと違う「クリスマス特別
おはなし会」です。家族や友だちと楽
しいひとときを過ごしてください。

▽ �とき　12 月 11 日日・午前 11 時
から

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　30人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　電話または図書館カウンターで受け付け中
※ 11月１日から受け付けは開始しています。

図書館からおはなしのプレゼント
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町

産後のお母さんの
育児を応援します
出産後の育児で悩み・不安はありませんか
　「母乳が足りているか心配」　「赤ちゃんの世話の仕方が分からない」「実
家が遠くて育児を手伝ってくれる人がいない」「疲れて体調が良くない」
「ゆっくり育児を教えてもらえる機会があれば…」
　お母さんは、出産を終え、休む間もなく育児が始まります。また、妊娠から
産後は女性ホルモンのバランスが急変し、心も不安定になりがちです。
　産後ケア事業では、疲れたお母さんの体や心のケア、赤ちゃんの世話
のサポートなどを行います。

産後ケア事業を利用してみませんか

利用できる施設
施設名 ところ 電話番号

九州バースセンターうばがふところ 芦屋町大字山鹿852番地 77 ☎７０１‐８１０３

桑原産婦人科医院 中間市中間三丁目５番５号 ☎２４５‐００５２

みずまき助産院ひだまりの家 水巻町立屋敷一丁目14番 50号 ☎２０１‐７７３１

しぶや助産院 岡垣町旭台三丁目 11番５号 ☎２８２‐３４７６
※�施設の空き状況によっては、希望する施設が利用できない場合があります。

利用できる人
　��　町内に住んでいる産後 1年未満のお母さんと赤ち
ゃんで、次のいずれかに当てはまる人
◦�育児を支援してくれる人が少なく、保健指導や育
児相談を希望する人
◦�産後の体調や精神状態または育児に不安がある人

内容
　　施設に宿泊するか通所し、次のようなケアを受け
ることができます。
◦お母さんの心と体の休息
◦授乳の相談・指導（乳房ケアを含む）
◦育児に関する相談、指導
サービスの種類 利用時間
ショートステイ型
（宿泊） 入所から24時間

デイサービス型
（通所）

午前９時～午後５時のうち
５時間程度

自己負担額
　

サービスの種類 所得の区分 自己負担額

ショートステイ型
（宿泊）

課税世帯 ６４００円
� ／ 24時間

非課税世帯
生活保護受給者

１５００円
� ／ 24時間

デイサービス型
（通所）

課税世帯 ２０００円
� ／日

非課税世帯
生活保護受給者

５００円
� ／日

※すべて消費税込みです。
※�多胎児の場合でも自己負担額の追加はありません。
※�自己負担額以外にも、利用施設で別途費用が必
要な場合があります。詳しくは利用施設に問い
合わせてください。
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利用までの流れ
　��①利用の申請
　利用する日の１週間前までに健康・こども
課窓口に申請してください。
　窓口で、担当者が現在の体調や家庭の状況、
受けたいケアの内容などを確認します。

②利用施設の調整
　希望する施設が利用可能かどうか町の担当
者が確認します。

③利用の決定
　申請内容を審査した結果をお知らせしま
す。承認された場合、利用施設から、利用に
あたっての注意事項や利用時間などに関する
連絡があります。
※�利用承認後に利用を中止する場合は、利用
開始日の 2日前までに利用施設へ連絡して
ください。
※�連絡なく利用を中止した場合、キャンセル料
が発生し、自己負担になる場合があります。

【申請に必要なもの】
◦�産後ケア事業利用申請書
※健康・こども課窓口にあります。
◦母子健康手帳
◦�本人確認ができるもの（マイナンバーカー
ド、運転免許証、健康保険証など）
◦委任状
※�同一世帯以外の人が申請する場合のみ。委
任された人の本人確認書類が必要です。

◦課税状況がわかる書類（課税世帯の人は不要）
※�非課税世帯の人＝当該年度の世帯の課税状
況（町民税所得割額）がわかる書類（４～
６月申請の場合は前年度分）
※生活保護受給者＝診療依頼書

冷蔵庫の中に
安心を

♥救急医療情報キットを
　備えましょう
　救急医療情報キット（以下、救急キット）は、家
族の緊急連絡先や、自分のかかりつけ医療機関など
の情報を専用の容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管
しておき、急病など緊急時に、救急隊員やかけつけ
た人に必要な情報が伝わるようにするものです。

▽ �対象　65歳以上の一人暮らしの人、65歳以上
の高齢者夫婦世帯、障がい者で一人暮らしの人

▽ �救急キットの内容　
　1救急情報記入用紙（救急連絡カード）

　�2�マグネットシール１枚
　　 （冷蔵庫の扉に貼るもの）、
　　  シール１枚
　　 （玄関の内側に貼るもの）

▽申し込み・配布場所　福祉課窓口　

▽費用　無料
♥�「救急キットの容器に入れている情報は、最新
のものですか？
　救急連絡カードの記載内容に変更があった場
合、かけつけた人に正しく情報が伝わるように、
必ず書きかえて保管してください。

▽ �問い合わせ　
　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

3保管容器
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　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町
政への提案や意見などをいただく「町長への手紙」と「ご意見箱」があります。
今回は、いただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）

町長への手紙 ・ ご意見箱

◦�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの声
を町政に反映させるためのものです。まちづく
りの提案や意見、日常生活の中で感じているこ
とをお寄せください。
◦�町長への手紙やご意見箱は、必ず町長が目をと
おし、個人のプライバシーや利害にかかわるも
の以外は、差出人へ返事を送ります。できるだ
け、名前と住所などを記入してください。なお、
誹
ひぼうちゅうしょう
謗中傷の類

たぐい
は受け付けません。△

町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館△

ご意見箱
　�芦屋町のホームページにある「ご意見・ご提案」
から送ることができます。

今
号
に
折
り
込
ん
で
い
る

町
長
へ
の
手
紙
（
水
色
）

定期的な広報紙での周知
を行っていきます

　プラスチック製容器梱包は、間違った認
識で分別されている場合が多いので定期的
な広報紙への掲載や自治区回覧板での周知
を行います。� （環境住宅課）
※�なお、次ページにプラスチックごみの分
別方法を掲載しています。

対応

プラスチックごみの分別方
法が分かりにくいです

　最近間違ってごみを出している人が多く
なったように感じます。特にプラスチック
ごみの分別方法が分かりにくいので広報あ
しやなどで周知していただけませんか。
� （50歳代）

手紙

ホームページの
「 ご 意 見・ ご 提
案」も活用してっ
ちゃ！

７月１日から使用できる
ようになりました

　芦屋町図書館では新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点からパソコンなどの利
用制限を設けていました。７月１日からパ
ソコンなどの利用制限緩和を行いました。
館内の案内掲示でも周知しています。
� （生涯学習課）

対応

図書館のパソコンを使用
できるようにしてほしい

　中央公民館（図書館）のパソコンを使用
できるようにお願いします。ネットで調べ
ることができないので困っています。
� （匿名）

手紙
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ペットボトル、プラスチック製品は
「燃えるごみ」で出しましょう！

【未来のために　プラごみ削減】
　子どもたち、また、その次の世代の環境を守るた
めに、プラスチックごみ（以下、プラごみ）をどの

ように減らすことができる
のか、考えてみませんか。
例えば、マイバッグやリユ
ース容器を利用するだけで
も少しずつ減らしていくこ
とができます。

　　こんなことがエコ
◉�マイバッグを持参し、不要なレジ袋をもらわない
◉�ペットボトルではなく、マイボトルを持って出
かける
◉�プラスチック製ストローを使わない
◉�詰め替え商品など、ごみが少なくなるものを選ぶ

【選ぼう！プラスチック代替品】
　2050 年には海洋中のプラごみの量が海洋中の魚
の量を超えると言われ、問題となっています。プラ
スチック代替品を選んで使うことで、プラごみを削
減でき、環境負荷を減らすことにつながります。私
たちの美しい地球を守るために積極的に代替品を選
びましょう。
　　プラスチック代替品とは

　石油由来プラスチックに代わる、
環境にやさしい製品の総称です。
◉�紙、パルプモールド（段ボールや新
聞の古紙を主原料としたもの）など
◉�再生プラスチック
◉�バイオマスプラスチック（植物な
どの再生可能な有機資源を原料と
して作られたプラスチック素材）

プラごみを減らそう！

燃えるごみ

ごみは収集日当日の午前7時から８時までに出してください。
ネットがある所は、ごみをネットの中にきちんと入れてください。

◆ペットボトルの分
・ ・ ・ ・ ・
別間違いが多発しています

　�ペットボトルは「燃えるごみ」です。施設や役場に設置している「拠
点回収ボックス」で出すこともできます。
※�ただし、ラベルとキャップは、「プラスチック製容器包装」で出し
てください。

【バケツや密封容器（タッパ）なども「燃えるごみ」へ】
◆次のごみも必ず「燃えるごみ」で出してください
・洗面器、バケツ ・食品などを入れる

  密封容器
・弁当などに
  付属する
  スプーン、
  フォーク、
  ストロー

・プラスチック製の
  ハンガー

・プラスチック製の
  文具類

※これらはプラスチック製であっても「燃えるごみ」です。

プラスチック製容器包装

�

△ �

問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）



私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　高齢者支援係
　（☎２２３‒３５３６）

　全国的な傾向ですが、芦屋町でも高齢化が進んでおり、今では約３人に１
人が 65歳以上の高齢者です。
　また、一人暮らしの高齢者や高齢者のみで構成される世帯も増え続けてい
ます。これら高齢化などにより、自分だけでは解決できない生活上の困りご
とも増えているため、住民同士の支えあいがいっそう重要になっています。
　支えあいの活動や関わる人が増えていけば、よりたくさんの人を支えられ
るようになります。支えあいの活動にご協力をお願いします。

地域での支えあいを重層的に進めましょう

地域内での支えあいの活動
　地域での支えあい活動の一つとして、「愛の福祉ネットワーク事業」があります。
　この事業は、「住民同士での支えあいの地域づくり」を目指し、芦屋町社会福祉協議会が呼びか
けをし、現在、10自治区が取り組んでいます。地域に暮らす住民が主体となり、①地域を知る ②
地域の人が知りあう ③地域の人を見守る ④つなぎ・支えあうという４つを活動の柱として、支え
あいの地域づくりを進めています。それぞれの活動内容は以下のとおりです。

①「地域を知る」活動 ◦�「地域支えあいマップ」作りをとおして、地域の状況を把握します。

②「知りあう」活動 ◦�七夕会、お月見、餅つきなどの季節の行事を通じて、住民同士の交流
を深めます。

③「見守る」活動

◦�郵便物がたまっている、夜中にテレビや電気がついたままになっている、
といった日常のちょっとした異常に目を配る見守り活動を行います。
◦�地域の支えが必要な世帯を定期的に訪問し、困りごとがないか聞き取
りを行います。

④�「つなぎ・支えあう」    
     活動

◦�相談を受けた時に関係機関につなぎます。
◦�電球替えやゴミ出しなど、ちょっとした困りごとの手助けを行います。

⑫

町全体での支えあいの活動
　町全体を範囲とする支えあい活動とし
て、「あしや助けあい・支えあいの会（あ
したの会）」などがあります。
　あしたの会は、会員同士で支えあう仕組
みで、「支援を受ける会員」を「協力会員」
が支援します。設立から５年目を迎え、支
援の数も増えてきています。
　最近では、定期的なゴミ出しや室内の簡
単な清掃などの依頼が増えています。この
ほか、デイサービスの送り出しやちょっと
した話し相手など、一人暮らし高齢者の見
守り活動などの支援も行っています。

支援を受けるためには、
あしたの会に入会してください。
⃝�年会費　利用会員（支援を受ける人）５００円、
協力会員（支援をする人）５００円、　賛助会
員（会の活動に賛同し金銭的に支援する人・
団体）５００円（１口）
⃝�サポート料（支援を受ける際に必要です）　
１０分１００円
▷�愛の福祉ネットワーク事業、あしたの会に関
する問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会（☎
２２２‒２８６６）
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高齢者虐待をなくそう
◦高齢者虐待をなくすために
　�　高齢者（65歳以上）虐待は、養護者（世話をする人）が「虐待をしている」とい
う自覚なく行っていることが多いです。養護者が「高齢者のために」と思って行っ
ていることが虐待になっていることもあります。高齢者が尊厳を持って安心して暮
らすために、高齢者やその家族を支援し、虐待をなくしていきましょう。

◦地域で高齢者を見守りましょう
　�　全ての人が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、虐待を未然に防ぎ、助け合える
地域づくりに取り組んでいくことが大切です。高齢者や介護をしている人たちが孤立しな
いように温かく見守り、支え合っていきましょう。
　�　また、介護のことを誰にも相談できずに自分だけで悩んでいませんか？
　�　ささいなことでも相談することで、高齢者に医療や介護サービスなどの適切な対応
を行うことができ、介護負担も軽くなって、虐待の深刻化を防ぐことにつながります。
介護は長期にわたるため、家族だけでは限界があります。無理をせず、さまざまなサ
ービスや制度を利用して介護負担を減らすようにしましょう。また、「虐待かもしれ
ない」と思った場合も相談してください。秘密は守られますので安心してください。

▼ �問い合わせ　�芦屋町地域包括支援センター（役場福祉課内）
（☎２２３‐３５８１）

◦高齢者虐待のサインの例

□��養護者から高齢者の世
話や介護に対する拒否
的な発言がしばしばある

⑬

□��寝具や衣服が汚れたま
まのこと
が多い

□��住居が極端に不衛生だ
ったり、異臭がしたり
する

□��養護者が高齢者に対し
て過度に乱暴な口のきき
方をする

□��訪問しても高齢者に会
わせてもらえ
ない、または
会おうとする
と養護者から
嫌がられる

□��家から高齢者や家族の
怒鳴り声や悲鳴などが
聞こえる

□�年金や財産収
入があるのに
「お金がない」
と訴える
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□�身体に小さな傷がひん
ぱんにみられる

□�「家にいた
くない」な
どの訴えが
ある

□��傷やあざの説明のつじ
つまが合わない

□��急におびえた
り、恐ろしが
ったりする



12 月３日土～９日金は  　障害者週間です

▽ �問い合わせ　障がい者・生活支援係　（☎２２３‒３５３０）

　障害者週間とは、障がい者の福祉への関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会
や経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的とし
ています。
　「障がい」は、その人の体や心にある「機能の障がい」と「社会的障壁」の両方で作り
出されています。障がいを正しく理解し、日常生活や社会活動のなかでサポートするこ
とで、障がいのある人たちの社会参加の機会が広まります。一人ひとりが障がいに関し
ての知識を深め、物理的・心理的なバリアをなくしていくことが大切です。
　芦屋町では障害者週間にあわせて、芦屋町図書館内に関連図書コーナーを設置し、障
がい者に関する啓発を行います。
※�社会的障壁とは、障がいのある人が日常生活や社会生活を営むうえで妨げとなるよう
な、制度や偏見などです。

★障害者週間

　障がい者の虐待は、特定の人や家庭、場所ではなく、どこででも起こりうる問題です。
虐待をしている人の側に、それが虐待であるという認識がない場合があります。また、
虐待をされている人が、虐待を受けていると認識できずに、自分から被害を訴えられな
い場合があります。そのため、周囲の人がこの問題を認識し、小さな兆候を見逃さずに
早期に発見することが大切です。
　虐待かどうかの判断が難しい場合でも「何か困っているようだ」「様子がいつもと違う」
といった “気付き” でもよいので、何かあれば情報をお寄せください。早めの気付きが
問題の深刻化を防ぐきっかけになります。なお、通報や届け出をした人の情報は守られ
ます。

みんなで障がい者虐待を
防ぎましょう
★
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　この条例は、平成 28年に施行された障害者差別解消法を踏まえ、障がいを理由とする
差別の解消を推進し、障がいの有無にかかわらず、誰もが互いに尊重し、支え合いなが
ら暮らせる町になることを目指して、平成 31年３月に制定されました。条例では、障が
いを理由とする差別を「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」と定義し、
差別の解消に向けて次のことを定めています。
⃝不当な差別的取扱いの禁止
　�　障がいを理由として、サービスの提供を拒否するこ
とや、場所や時間帯などを制限すること、条件を付け
ることなどの行為が禁止されています。
⃝合理的配慮の提供
　�　障がいのある人から、何らかの対応や配慮をしてほ
しいという意思が伝えられた場合に、個別に調整をす
ることです。近くに困っている人がいたら、声をかけ
てください。私たち一人ひとりが障がいを正しく理解
し、障がい者差別のない町を目指しましょう。

芦屋町障がい者差別解消条例を
知っていますか
★

⑭
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子
ど
も
の
睡
眠

　

子
ど
も
に
と
っ
て
睡
眠
は
、
心
身
を
休

息
さ
せ
て
疲
れ
を
と
る
と
同
時
に
体
を
つ

く
り
、
脳
を
発
達
さ
せ
る
大
切
な
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
に

は
特
に
十
分
な
睡
眠
が
必
要
で
、
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
睡
眠
を
は
じ

め
と
し
た
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
子
ど
も
の
睡
眠
の

３
つ
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

1
記
憶
を
整
理
す
る

　

人
間
の
脳
は
睡
眠
中
に
、
眠
り
の
深
い

レ
ム
睡
眠
と
眠
り
の
浅
い
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
脳
は
、
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
の
間
に
不
要
な
情
報
を
削
除
し
、

レ
ム
睡
眠
の
間
に
必
要
な
情
報
を
脳
に
固

定
し
て
い
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
以
前

ま
で
に
記
憶
さ
れ
て
い
た
情
報
を
結
び
つ

け
、
よ
り
記
憶
が
固
定
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。

2
脳
や
体
を
休
ま
せ
る

　

脳
や
体
は
、
勉
強
や
激
し
い
運
動
を
せ

ず
、
普
段
の
生
活
を
送
る
だ
け
で
も
疲
れ

ま
す
。
そ
れ
を
休
ま
せ
る
た
め
に
も
睡
眠

は
必
要
で
す
。
眠
り
に
つ
く
と
、
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
の
間
に
一
気
に
脳
と
体
が
休
息
モ

ー
ド
に
入
り
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
に
入
る
と

脳
は
情
報
な
ど
を
整
理
し
ま
す
。
そ
の
後

眠
り
が
深
く
な
り
、
効
率
的
に
脳
と
体
を

休
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3
脳
や
体
を
発
達
さ
せ
る

　

睡
眠
は
子
ど
も
の
脳
や
体
の
発
達
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
。
睡
眠
中
に
、
脳
か
ら

は
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ

の
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
細
胞
を
修
復
し
た

り
、
疲
れ
た
脳
や
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
く
れ
た
り
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
り
、
子

ど
も
の
脳
の
機
能
を
正
常
に
働
か
せ
、
発

達
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
骨
、

筋
肉
の
成
長
に
も
よ
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

◉
大
人
の
役
目

　

子
ど
も
の
望
ま
し
い
睡
眠
習
慣
の
形
成

に
は
、
周
り
の
大
人
の
協
力
や
声
か
け
が

大
切
で
す
。
子
ど
も
が
日
々
元
気
に
、
い

き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
、「
午
後
8
時

以
降
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
な
い
」「
寝
る
時
は

部
屋
の
電
気
を
消

す
」
な
ど
、
生
活

の
中
で
工
夫
で
き

る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‒３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.185

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

と
は
、
ガ
ラ
ス
の
小

瓶
に
入
れ
た
花
を

オ
イ
ル
漬
け
し
た

も
の
で
、
手
入
れ
を

し
な
く
て
も
花
の

美
し
さ
を
保
ち
続

け
る
装
飾
品
で
す
。
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ

あ
キ
ッ
ズ
は
、
９
月
10
日
の
第
２
回
研
修

会
で
、「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ボ
ト
ル
づ
く
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
４
つ
の

テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

《
テ
ー
マ
》

①�

自
分
の
手
で
物
を
つ
く
る
創
作
の
喜

び
を
体
感
す
る

②�

日
頃
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
「
素
材
」

の
存
在
に
関
心
を
持
つ

③�

完
成
し
た
ボ
ト
ル
を
寄
贈
す
る
こ
と

で
、
感
謝
さ
れ
る
心
地
よ
い
気
持
ち

を
体
感
す
る

④�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
ん
で
い
る

自
分
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う

《
作
り
方
》

　

初
め
に
、
素
材
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
選
び
ま
す
。
色
や
形
、
大
き
さ
を
考

え
な
が
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
ま
す
。

ボ
ト
ル
を
置
く
向
き
や
見
え
方
な
ど
出

来
上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
紙

の
上
に
並
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
も
ろ
い

素
材
が
壊
れ
な
い
よ
う
慎
重
に
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
液
を
注
ぎ
込
み
、
最
後
に
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
完
成
で
す
。

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
製
作
し
た
キ
ッ

ズ
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
作
り
た

か
っ
た
」
と
、
積
極
的
で
前
向
き
な
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
ボ

ト
ル
は
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。
大
人
顔
負
け
の
出
来

栄
え
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
今
後
も
好
奇

心
や
自
発
性
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
興

味
・
関
心
を
引

き
出
す
場
と
な

る
よ
う
に
、
活

動
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

▽�

寄
贈
先　
公
民
館
（
中
央
、
芦
屋
東
、

山
鹿
）、
図
書
館
、
総
合
体
育
館
、
町

民
会
館
な
ど

挑
戦
！
世
界
に
ひ
と
つ
の

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ボ
ト
ル
づ
く
り
」

▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
47

⑮



年末年始の救急医療はこちらへ
●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　

12
月
31
日
土
～
令
和
５

年
１
月
３
日
火
・
午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※�

た
だ
し
、
令
和
５
年
１
月
１
日
日

は
正
午
～
午
後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
・

お
ん
が
病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９

１
９
）

※�
乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医

師
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　

12
月
29
日
木
＝
中

村
歯
科
医
院
（
中
間
市
中
鶴
☎
２

４
５
‐
０
８
３
０
）、
30
日
金
＝

田
中
歯
科
医
院
（
中
間
市
通
谷
☎

２
４
４‐９
０
６
３
）、
31
日
土
＝

加
来
歯
科
医
院
（
中
間
市
中
間

☎
２
４
４
‐
０
１
３
４
）、
１
月

１
日
日
＝
三
宅
歯
科
医
院
（
中
間

市
通
谷
☎
２
４
６
‐
１
１
８
１
）、

２
日
月
＝
な
か
む
ら
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
岡
垣
町
海
老
津
駅
前
☎

２
８
３‐０
３
３
８
）、
３
日
火
＝

仲
道
歯
科
医
院
（
水
巻
町
頃
末
南

☎
２
０
１
‐
１
２
３
３
）

※�

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　

夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切

な
助
言
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　

月
～
土
＝
午
後
６

時
～
午
後
10
時
、
日
・
祝
日
＝
午

後
５
時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
２
８
２
‐
９
９
１
９

　
（
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！  

　
＃
７
１
１
９

　

看
護
師
が
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
ア
ド
バ
イ
ス
や
最
寄
り
の
医

療
機
関
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
福
岡

県
救
急
医
療
電
話
相
談
・
医
療
機
関

案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�
電
話
番
号　

＃
７
１
１
９
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０

９
９
（
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
）

※�

重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
子
ど
も
が
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心

配
な
と
き
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

平
日
＝
午
後
７
時
～
翌

朝
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
朝
７

時
、
日
＝
午
前
７
時
～
翌
朝
７
時

▽�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４
１

１
９
（
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前

に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お

く
と
、安
心
で
す
。

�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
更
に
詳
し
い

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

急
い
で
い
て
も
忘
れ
ず
に

　

健
康
保
険
証
、
高
齢
受
給
者

証
、
医
療
証
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
・
子
ど
も
・
重
度
障
害
者
）、

ま
た
は
診
療
依
頼
書
（
生
活
保

護
世
帯
）

町ホームページ Q助アプリ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場
、
町
民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
12
月
29
日
木
～
１
月
３
日
火

●�

中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

図
書
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

▽�

期
間　
12
月
29
日
木
～
１
月
３
日
火

●�

芦
屋
釜
の
里
、
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

期
間　
12
月
28
日
水
～
１
月
３
日
火

●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

▽�

期
間　
12
月
28
日
水
～
１
月
３
日
火

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　

12
月
31
日
土
～

１
月
３
日
火
は

休
み
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　
12

月
29
日
木
・
午
後
４
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※�

12
月
30
日
金
～
１
月
３
日
火
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　
12
月
29

日
木
～
１
月
３
日
火
は
休
み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　
12
月
29
日
木
～
１
月

３
日
火
は
休
み
ま
す
。
臨
時
収
集
を

希
望
す
る
人
は
、
12
月
20
日
火
ま
で

に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
‐
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
‐
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

※�
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、
広
報
あ
し

や
１
月
号
（
12
月
21
日
水
か
ら
配
布
）

に
折
り
込
ま
れ
る
「
１
月
の
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

▽�

期
間　

�

12
月
29
日
木
～
１
月
３
日
火

●�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行

●�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
休
日
ダ
イ
ヤ

で
運
行

●�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
運
休

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
営
バ
ス
＝

北
九
州
市
交
通
局
向
田
営
業
所
（
☎

６
９
１
‐
０
１
３
１
）、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
、
芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
高
血
圧
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
高
血
圧
は
脳の
う
こ
う
そ
く

梗
塞
や
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
と
は
、
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
12
月
27
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
高
血
圧
の
話
、
減
塩
食
の
試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

12
月
20
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集（
初
年
度
無
料
）

　

健
診
結
果
や
お
な
か
ま
わ
り
が
気
に

な
る
人
や
週
に
１
回
で
も
運
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
一

緒
に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健
康
に
な
る

た
め
の
教
室
で
す
。
気
持
ち
よ
く
体
を

動
か
し
、
メ
タ
ボ
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
毎
週
月
・
午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
祝
日
を
除
く
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
４
年
度
に
若
者
健
診
ま

た
は
特
定
健
診
を
受
診
す
る
人

※�

医
療
機
関
に
通
院
中
の
人
は
、
医
師

の
許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人
程
度

▽��

参
加
費　
無
料（
２
年
目
か
ら
は
有
料
）

▽��

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、室
内
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
飲
み
物

▽�
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が

１
年
間
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
て
お

ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な

い
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
世
帯
を
、
健

康
優
良
家
庭
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
健
康
優
良
家
庭
に
該

当
す
る
世
帯
主
に
対
し
て
、
12
月
上
旬

に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康

年
末
年
始
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ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
の
教
室

で
す
。
楽
し
く
子

育
て
の
勉
強
を
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
11
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

０
時
30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
７
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
12
月
20
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

相
談
時
間　
１
人
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
１
回
ま
で
で
す
。
ま
た
、
複
数

人
で
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月
１

日
木
か
ら
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
７
２
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

12
月
１
日
木
＝
橋
本
求

相
談
員

◎�

12
月
15
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

12月の日曜開館日　４日・18日

子
育
て
・
相
談

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　12月７日水・午前 10時～正午

　 ▽ �ところ　中央公民館
　※予約は町内に住んでいる人のみです。
　【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽ �とき　12月13日火・午前10時 30分～11時 30分
　※ 12月６日火から予約開始
　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　　�12 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

� 　 �※次回は、令和５年１月 10日火です。

♥栄養の話（５組限定）

　 ▽ �とき　12月１日木・午前 10時～ 11時
　※ 11月 24日木から予約開始
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　12月５日月・午前 11時～ 11時 30分
♥クリスマス会（10組限定）

　 ▽ �とき　12月７日水・午前 10時～ 11時
　※ 11月 30日水から予約開始
　※�イベントのため、午前中の入館は予約者のみ
♥赤ちゃんの（０歳～１歳）クリスマス会（５組限定）

　 ▽ �とき　12月８日木・午前 10時 30分～ 11時
　※ 12月１日木から予約開始
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　12月 16日金・午前 11時～ 11時 30分

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　12月 21日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。
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特
設
人
権
相
談

　
人
権
や
法
律
の
問
題
で
困

っ
て
い
る
人
は
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
８
日
木
・
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
事
務
補
助
員
（
課
税
係
）

▽�

任
期　

令
和
５
年

１
月
18
日
水
～
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好

で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
に
、
更
新

さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
た
だ
し
、
令
和
５
年
７
月

13
日
木
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
４
人
程
度

▽�

業
務
内
容　
確
定
申
告
の
受
け
付
け

補
助
、
賦
課
資
料
の
整
理
、
納
税
通

知
書
の
封
入
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分 

②
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
ど
ち
ら
も
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
月
～
金
の
う
ち
、
シ
フ

ト
制
（
４
人
程
度
に
よ
る
交
代
勤
務
）

▽
報
酬　
日
給
６
３
３
１
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
な
し
、
雇
用
保
険

あ
り

▽�
採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

12
月
16
日
金
・
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）

へ
提
出
（
必
着
）

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
で
配
布
、

ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
に
な
り
ま
す
。

募
集

園児を募集します
　令和５年４月からの保育所（園）・認定こども
園（保育利用）の新規申し込みを受け付けます。

▽ �受付期間
　一次申し込み＝ 12月１日木～１月 10日火
　二次申し込み＝１月 11日水～２月 28日火
※一次申し込みをした人が優先です。
※２月・３月に入所を希望する場合の申し込み
期限は令和５年１月 10日火です。

▽ �入所対象　３カ月児から

▽入所要件　①同居の家族が仕事などで保育が
できない家庭　②出産や病気、介護、看護な
どで保育ができない家庭など

▽提出書類
①�施設型給付費・地域型給付費等教育・保育給
付認定申請書
※�世帯全員のマイナンバーの記載が必要です。
②�保育利用申込書
※�０歳児は母子健康手帳の写しが必要です。

③�マイナンバー確認書類と身元
確認書類（保護者１人分）
④�保育を必要とする証明書類（所属する会社の
雇用証明書など）
⑤�令和４年１月１日に芦屋町に住んでいない
場合は、その時点の居住地での所得課税証
明書
※�提出書類の様式は健康・こども課窓口で配布
しています。また、町のホームページからダ
ウンロードできます。
※�事前に入所を希望する施設の見学を済ませた
うえで、申し込んでください。施設見学は各
施設に直接申し込んでください。
※�町外の保育所、認定こども園（保育利用）を
希望する場合も、芦屋町役場で手続きをして
ください。

▽ �申し込み・問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）

広報あしや　2022.12⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



令
和
５
年
度
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
基
地
諸
施
策
の
改
善
と
向
上
の
た
め
、

基
地
の
行
事
や
研
修

に
参
加
し
、
航
空
自

衛
隊
や
芦
屋
基
地
に

対
す
る
意
見
を
提
出

す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽�
対
象　
20
歳
以
上
（
国
会
議
員
、
常

勤
公
務
員
は
除
く
）
で
、
防
衛
問
題

や
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、
公
正
で

建
設
的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
人
。
ま
た
、
平
日
を
含
む
行
事

や
研
修
（
年
間
10
回
程
度
）
に
参
加

で
き
る
人

▽�
期
間　
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年

３
月

▽
募
集
人
数 　
10
人

▽�

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
携

帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
理
由
を
記
入
の
う
え
、
12
月
23

日
金
（
必
着
）
ま
で
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

�【
宛
先
】
〒
８
０
７
‐
０
１
３
３　
福

岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
芦
屋
１
４
５
５

‐
１　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地 

基
地

渉
外
室
「
令
和
５
年
度
芦
屋
基
地
モ

ニ
タ
ー
」
係

※�

発
表
は
、
返
信
用
は
が
き
の
発
送
で
行

い
ま
す
。

※�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
十
分
注
意

し
管
理
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

令
和
４
年
度
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
町
の
豊
か
な
自
然
や

文
化
な
ど
に
育
ま
れ
て
き
た
素
材
や
優

れ
た
技
術
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
商
品
の

魅
力
を
町
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
、
芦

屋
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
の
認
定
対
象
と
な

る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ

ン
ド
認
定
さ
れ
た
商
品
の
中
か
ら
金
賞

を
選
定
し
ま
す
。

▽�

募
集
産
品　
芦
屋
町
内
事
業
者
に
よ

り
生
産
さ
れ
た
商
品
ま
た
は
芦
屋
町

産
の
原
材
料
が
含
ま
れ
た
商
品

▽�

募
集
期
間　
11
月
25
日
金
～
12
月
23

日
金

▽�

応
募
方
法　
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定

申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
郵
送
（
〒

８
０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
記
入
不

要
）
商
工
観
光
係
）
ま
た
は
持
参
（
産

業
観
光
課
窓
口
）
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
、
芦

屋
町
商
工
会
、
芦
屋
町
観
光
協
会
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▽�

結
果
通
知　
令
和
５
年
２
月
ご
ろ
に

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

町
・
県
民
税
の

申
告
に
関
す
る
お
願
い

　
令
和
３
年
中
の
収
入
申
告
を
し
て
い

な
い
人
に
対
し
て
、
申
告
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
、
申
告
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

広
告

広
告

募
集

航空自衛隊芦屋基地

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

令和３年度ブランド金賞「芦屋釜最中」

広報あしや　2022.12 ⑳



な
お
、
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
12
月
28
日
水
ま
で
（
土
日
を

除
く
）

▽
と
こ
ろ　
税
務
課
窓
口

▽�
持
っ
て
く
る
も
の

◦�
申
告
ハ
ガ
キ

◦�

所
得
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉

徴
収
票
な
ど
）

◦�

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
経
費
が

わ
か
る
も
の
（
帳
簿
、
領
収
書
な
ど
）

◦�
生
命
保
険
、
地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

◦�
障
害
者
手
帳
な
ど
（
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
み
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

医
療
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ

月
に
１
回
（
奇
数
月
の
月
末
）、
世
帯
主

へ
医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申

告
（
医
療
費
控
除
）
の
際
、
添
付
す
る

こ
と
で
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

明
細
欄
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
４
年
12
月
診
療
分
は

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
を
基
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
以
降
の

医
療
費
通
知
発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

４
年
10
月
～
11
月

５
年
１
月
末

４
年
12
月
～
５
年
１
月
５
年
３
月
末

５
年
２
月
～
３
月

５
年
５
月
末

�

▽��

問
い
合
わ
せ

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
２
）、

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝
課
税
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

除菌効果が期待できる
酸性電解水を無償配布中

　新型コロナウイルス感染症対策として除菌効
果が期待できる酸性電解水の無償配布を行って
います。

とき ところ
平日・午前８時 30分～午
後５時 15分 役場 総合案内横
�12 月 18 日日・
午前 10時～午後４時

芦屋東公民館、
山鹿公民館

▽ �配布量　１世帯あたり１リットル程度

▽ �持ってくるもの　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮
光性の容器が適しています。

▽ ��保管方法など　容器に必ず日付と酸性電解水
と明記し、紫外線が当たらない涼しい場所で
保管する。

▽ �使用方法　除菌したい場所の汚れを落として
から使用する。酸性電解水を布巾などに十分
に含ませて拭くなど。
※�詳しくは、ホームページを確認し
てください。

▽ ��問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛
行訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　12 月 12 日月・13 日火の日没～午後
９時ごろ（予備日＝ 14 日水・15 日木・19
日月・20日火・21日水）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室（☎
２２３‐０９８１内線２５４）

広
告

広
告

広報あしや　2022.12㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

1�

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展
示

　
明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
30
日
水
ま
で（
平
日
の
み
）

▽�
と
こ
ろ　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

2
寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

公
職
選
挙
法

に
基
づ
き
禁
止

さ
れ
て
い
る
行

為
が
あ
り
ま

す
。
有
権
者
と

政
治
家
の
両
方

に
関
わ
る
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
禁
止
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▪�

政
治
家
か
ら
の
寄
付
禁
止
と
有
権
者

の
寄
付
勧
誘
や
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
し
よ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
に
金
銭
や
物
を
贈
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪�

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

お
知
ら
せ

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
の対象者に確認書を発送します

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による家計への負担増を踏まえ、特に
家計への影響が大きい低所得世帯（令和 4年度の住民税非課税
世帯）と家計急変世帯（令和 4年度は住民税課税世帯であるが
現在の収入が非課税相当分である世帯）に対して、１世帯あたり
5万円を給付します。

▽ ��対象世帯
①�住民税非課税世帯　令和４年９月 30日に芦屋町に住民登録があり、世帯
全員の住民税均等割が非課税である世帯
②�家計急変世帯　①以外の世帯のうち、申請時点で芦屋町に住
民登録があり、令和４年１月から 12 月までに予期せず家計
が急変し、①と同様の事情にあると認められる世帯
※�①②ともに住民税均等割が課税されている者の扶養親族など
のみで構成する世帯は対象外

▽ �手続き
　11月下旬に対象世帯の世帯主に確認書を送付しますので、内容を確認し、
返送してください。期限内に返送がない場合は給付ができませんので注意し
てください。
※上記②の人は、期限内に申請が必要ですので、問い合わせてください。

▽ �申請・返送期限　令和５年１月 31日火
※当日消印有効

▽問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３-３５３０）

広報あしや　2022.12 ㉒掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



高齢者生活応援給付金の申請は済んでいますか

　町では、新型コロナウイルス感染症対策の長期化や、物価高騰などの影
響を受け、外出機会が減ったことなどにより心身への損害が生じている高
齢者の生活を支援するため、高齢者一人につき２万円の高齢者生活応援給
付金を給付しています。
　まだ申請が済んでいない人は、忘れずに申請をお願いし
ます。詳しくは、町のホームページを見るか、問い合わせ
てください。
　また、申請書類の不備により、まだ給付を受けていない
人には電話、手紙でお知らせしていますが、心当たりのあ
る人は問い合わせてください。

▽給付金申請期限　12月 15日木まで

▽問い合わせ　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
自
筆
の
答

礼
を
除
く
）。

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
１
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
や
申
請

が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
次
の
日

程
で
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に

な
る
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
10
日
土
、
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
き
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
支
援
や

証
明
書
の
発
行
、
転
入
・
転
出
の
異

動
の
受
け
付
け
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た

人
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

が
い
ま
す
。
申
請
し
た
カ
ー
ド
は
、
受

け
取
り
期
限
を
過
ぎ
て
も
役
場
で
保
管

し
て
い
ま
す
。

　

役
場
で
保
管
し
て
い
る
カ
ー
ド
は
、

現
在
、
国
が
行
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
対
象
で
す
。

　

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
お
早
め
に
住
民
課
窓
口
ま
で
受

け
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係

　

�（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
１
）

マイナポイント
ホームページ

マイナンバー休日
窓口ホームページ

町ホームページ

広報あしや　2022.12㉓ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



年末の交通安全運動年末の交通安全運動1212月月1111日日日日～31～31日日土土

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）
　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、12月11日日～31日土県下一斉に
交通安全運動が行われます。
　一人ひとりが交通ルールや交通マナー
を守ることの大切さを理解し、自分の命
は自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転撲滅、子どもと高齢者の交通事故防止、
自転車の安全利用の推進

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さな
い。そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。

みんなの

 ね・ん・き・ん
社会保険料控除証明書が
届きます
　日本年金機構から、「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が対象者宛てに発
送されます。手元に届いたら、大事に保管し、
年末調整や確定申告に使用してください。
令和４年中に納付したものであれば、過去
の年度分や追納した保険料もすべて社会保
険料控除の対象になります。
① �11 月上旬に送られてきた人
　令和４年１月１日～９月 30 日の間に保
険料を納付した人
②令和５年２月上旬に送られてくる人
　令和４年 10 月１日～ 12 月 31 日の間に
今年初めて保険料を納付した人
　マイナポータルとねんきんネットの認証
連携手続きが済んでいる場合、マイナポー
タルでも社会保険料控除証明書の電子デー
タを取得できます。
※�なお、自分の保険料だけでなく、配偶者
や子どもなどが負担すべき保険料も支払
っている場合、その保険料も合わせて控
除が受けられます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」に関する相談は、「ねんきん加入者ダイ
ヤル」に問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

「
門
司
港
レ
ト
ロ
と
大
連
航
路
」

　

今
回
は
、
北
九
州
北
部
の
港
と
歴
史

を
巡
る
旅
、
門
司
港
を
探
訪
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
17
日
土
・
午
前
７
時
50

分
ま
で
に
役
場
玄
関
前
集
合

▽�

見
学
先　
門
司
港
レ
ト
ロ
、
旧
大
連
航

路
上
屋

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

２
２
５
円
（
資
料
代
、
保

険
料
）

※
別
途
昼
食
代
が
必
要
で
す
。

▽�

事
前
研
修　
12
月
10
日
土
・
午
前
10

時
～
11
時
（
事
前
研
修
参
加
は
必
須
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
29
日
火
～
12
月
４
日

日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴

史
の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
人
道

危
機
対
応
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
避
難
民
を
受
け
入

れ
る
周
辺
国
と
そ
の
ほ
か
の
国
々
で
の

救
援
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
救
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

10
月
28
日
ま
で
に
31
万
７
９
４
９
円
の

救
援
金
が
集
ま
り
、
こ
の
救
援
金
を
日

本
赤
十
字
社
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
付
期
間
を
延
長
し
、
引
き

続
き
救
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
金
ま
で

▽�

設
置
場
所　

役
場
１
階
総
合
案
内
、

２
階
総
務
課
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.12 ㉔掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



一家に
一台 必ず、あなたの役に立つ

戸別受信機を設置しましょう

■ 戸別受信機とは
⃝�戸別受信機は、災害時の避難情報や町から
の重要な緊急情報を受信する機器で、町か
らの情報だけではなく、住んでいる自治区
からの情報も配信される便利な機器です。
まだ、箱から出していない人は、設置をお
願いします。

■ �電源（コンセント・電池）の
接続

　�　戸別受信機の電源は、普段は ACア
ダプターを接続し、家庭用コンセント（コ
ンセント）から取ってください。電池は停電時に使用しますので、必ず入れておいてください。
　⃝�コンセントに接続していても、乾電池は自然消耗します。また、コンセントに接続せずに電

池だけで使用すると、2、3日程度で電池がなくなります。
　⃝�電池がなくなった場合（電池を入れていない場合も）は、受信機右上の「電池」のランプが
赤く点灯するので、電池を交換してください。

　⃝�液漏れによる故障などを防ぐためにも、電池は１年に１回は交換しましょう。
　⃝�コンセントに接続せず、電池もなくなった場合、これまで受信していたメッセージが消去さ
れますので、電池交換は、コンセントに接続したまま行いましょう。

　⃝�電池は、「＋」「－」を正しい向きで入れましょう。間違うと液漏れを起こし、出火の原因になってしま
います。

■ 受信の確認
　⃝�戸別受信機は、画面表示を「オン」にしておきましょう。「オン」にしておくと、情報を受信しているか

どうかがわかります。画面表示を「オフ」にすると、受信を確認できなくなります。
　⃝�受信し、読んでいない情報には、「★」印が付いています。「再生・停止」ボタンを押して、内容を確認
しましょう。

　⃝�音量は、機器の右側下段の音量調整用の「大」「小」ボタンで調整できます。

■ 戸別受信機は町からの貸与品です
　⃝�戸別受信機は、町からの貸与品です。大切に扱ってください。芦屋町から転出する場合は、必ず総務課

に返却してください。また、一人暮らしの人が亡くなった場合も返却が必要です。
　⃝�町内で転居する場合は、転居先の自治区の情報が受信できるよう、設定を変更しますので、総務課に戸
別受信機を持ってきてください。

　 ▽ �問い合わせ　戸別受信機に係る全般のこと＝庶務係　（☎２２３‐３５７２）
　　�戸別受信機の機器や使用方法＝防災ラジオコールセンター（24 時間対応　年中無休）（☎０１２０-
３８８-２８０）

電池を入れた状態でＡ
Ｃアダプターにつなぐ
と、緑ランプが点灯し
ます（電池切れの場合
は、赤ランプが点灯し
ます）。

画面　

音量調整ボタン
（大／小）

再生・停止ボタン

メッセージ選択ボタン
（上／下）

画面表示ボタン
（オン／オフ）

電池ランプ

受信電波レベル受信電波レベル
１（小）～５（大）１（小）～５（大）

「 ★ 「 ★ 」」は未読の印は未読の印

広報あしや　2022.12㉕ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



▼
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
あ
し
や
砂
像
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
多
く
の
皆

さ
ん
が
来
場
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。「
人

の
顔
が
リ
ア
ル
で
す
ご
い
！
」「
動
物
の

肌
の
感
じ
や
乗
り
物
の
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
表
現
さ
れ
て
い
て
砂
で
造
っ
た
と

は
思
え
な
い
！
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
声
を

聞
い
て
い
る
と
、
あ
ら
た
め
て
砂
像
は

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

会
場
中
央
に
は
陸お

か

蒸
気
の
砂
像
が
造
ら

れ
て
お
り
、ま
る
で
汽
車
に
乗
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
撮
影
で
き
ま
し
た
。
会
場

で
撮
影
し
た
人
は
来
年
の
年
賀
状
に
使

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

（
手
塚
）

▼
砂
像
作
家
の
皆
さ
ん
と
園
児
た
ち
が

あ
し
や
砂
像
展
の
開
催
を
祝
福
し
て

い
る
よ
う
な
明
る
い
表
紙
が
で
き
ま
し

た
。
砂
像
展
の
詳
し
い
内
容
は
次
の
１

月
号
で
報
告
し
ま
す
。
砂
像
展
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
現
在
、
芦
屋
釜
の
里
で

「
芦
屋
釜
と
博
多
釜
～
山
鹿
家
史
料
に

み
る
文
様
の
美
」
が
12
月
４
日
ま
で
開

催
中
で
す
。
美
し
い
筆
運
び
の
デ
ザ
イ

ン
画
は
、
躍
動
や
静
寂
な
ど
を
感
じ
さ

せ
る
す
て
き
な
も
の
で
す
。
ま
た
、芦
屋

歴
史
紀
行
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
芦

屋
か
る
た
」
も
芦
屋
歴
史
の
里
で
企
画

展
が
12
月
25
日
ま
で
開
催
中
で
す
。
大

き
な
絵
札
の
か
る
た
と
解
説
で
芦
屋
町

の
魅
力
を
再
認
識
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

編

集
後
記

芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長
に
伴
う

土
砂
搬
入
を
行
い
ま
す

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
の
滑
走
路
延

長
に
伴
う
飛
行
場
の
造
成
工
事
、
擁
壁

工
事
、
外
周
道
路
整
備
工
事
、
樹
木
伐

採
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
に
伴
う
入
出
門
は
、
12
月
か
ら

粟
屋
門
の
使
用
を
予
定
し
、
午
後
５
時

以
降
の
出
門
は
正
門
を
原
則
と
し
ま
す
。

※�

造
成
工
事
に
伴
う
土
砂
は
、
10
ト
ン

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
粟
屋
門
か
ら
搬
入

し
ま
す
（
１
時
間
あ
た
り
10
台
程
度
）。

　

入
出
門
、
搬
入
ル
ー
ト
の
走
行
に
あ

た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
通
行

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽�

土
砂
搬
入
期
間　
12
月
～
令
和
5
年

8
月
31
日
木
（
予
定
）

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
工
事
時
期
の
変
更

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

▽�

作
業
時
間　
原
則
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※�

造
成
工
事
の
一
部
は
、
午
後
８
時
～

午
前
６
時
の
夜
間
工
事
に
な
り
ま
す
。

※�

原
則
と
し
て
日
曜
日
は
作
業
を
行
い

ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
九
州
防
衛
局
調
達
部

土
木
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
８
３
‐

８
８
２
７
）

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
で
町
の
情
報

を
確
認
で
き
ま
す

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
緊
急
の
お
知
ら
せ
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係　
（
☎
２

２
３
‐
３
５
６
９
）

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支
持していると誤解が生じる場合や、雨天時の

屋外では使用できません。
▷�申し込み　ホームページ
　にある借用申請書を提出
▷�問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

アッシー着ぐるみ無料貸し出し 選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選
んでください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2階企画政策課窓口、中
央・芦屋東・山鹿公民館、町民会館

▷�対象　原則として町内に在住、在勤す
る 5人以上の団体やグループ

▷�申し込み　開催日の 20日前までに広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）へ申込書を提出

お
知
ら
せ航空自衛隊芦屋基地

粟屋門

芦屋港

向田橋交差点

総合運動
公園入口
交差点正門

広報あしや　2022.12 ㉖掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



芦
屋
か
る
た
販
売
中

▽��

販
売
場
所　
芦
屋
歴
史
の
里
、
芦
屋
釜

の
里
、
中
央
公
民
館
３
階
事
務
室

※�

各
施
設
、
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

※�

芦
屋
歴
史
の
里
と
芦
屋
釜
の
里
は
、
月
曜

祝
日
の
場
合
、
そ
の
翌
日
が
休
館
で
す
。

▽
販
売
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
価
格　
１
箱
１
０
０
０
円
（
税
込
み
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴
史
の
里

　
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
十
九

芦屋町公式ＬＩＮＥ

芦
屋
町 

人
と
自
然
に 
歴
史
秘
め

　
「
あ
」
の
句
は
巻
頭
を
飾
る
大

事
な
札
で
す
。１
２
０
周
年
版
の

「
芦
屋
か
る
た
」
の
絵
札
「
あ
」

は
「
芦
屋
町 

大
還
暦
の 

祝
い

年
」
で
し
た
が
、大
還
暦
は
１
２

０
歳
の
祝
を
表
す
た
め
、新
句
と

し
ま
し
た
。
今
回
の「
あ
」の
絵

札
は
、美
し
い
自
然
景
観
と
し
て
の
洞
山
と
神
話
上
の
人
物

神じ
ん
功ぐ
う
皇
后
が
登
場
し
、詠
み
句
と
合
っ
た
も
の
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

手
に
取
り
て 

見
れ
ば
化
石
の 

ペ
ン
ギ
ン
モ
ド
キ

　
山
鹿
の
海
岸
部
は
化
石
が
多
く

見
つ
か
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
地

層
名
も
芦
屋
層
群
と
い
い
、
学
術

的
に
も
貴
重
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
モ

ド
キ
は
こ
の
地
層
の
代
表
的
な
鳥

で
、
首
の
長
い
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う

な
姿
で
す
。飛
ぶ
の
で
は
な
く
水
中
を
自
在
に
泳
い
で
い
ま

し
た
。
特
徴
的
な
こ
の
鳥
は
、資
料
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

く
ろ
が
ね
の 

霰あ
ら
れ
じ地
帰
る 

釜
の
里

　
中
世
芦
屋
で
生
産
さ
れ
、茶
人

に
慈い

つ
くし
み
を
も
っ
て
愛あ

い
が
ん玩
さ
れ

た
国
指
定
重
要
文
化
財「
芦
屋
霰

地
真し
ん
な
り形
釜
」
が
、約
６
０
０
年
ぶ

り
に
芦
屋
の
地
に
里
帰
り
し
た

こ
と
を
記
念
し
た
句
で
す
。

源
平
の 

戦
に
馳は

せ
た 

名
将
秀ひ
で
と
う遠

　
山
鹿
秀
遠
は
、平
家
物
語
で
は
九
州

一
の
弓
の
名
手
と
謳う
た
わ
れ
、壇だ
ん
の
う
ら
ノ
浦
の

戦
で
は
平
氏
の
主
戦
力
と
し
て
山
鹿

水
軍
を
率
い
、大
将
軍
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
城
山
に
は
彼
の
碑
が
建
ち
、今
も

山
鹿
小
学
校
の
校
歌
な
ど
に
名
を
留
め
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
忠
を
尽
く
し
、
人
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
名
将
秀

遠
を
広
く
知
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

名
を
背
負
う 

芦
屋
鋳い

も

じ
物
師
の 

心
意
気

　
「
真
形
」
と
呼
ば
れ
る
端
正
な

形
と
、
胴
部
に
表
わ
さ
れ
る
優
美

な
文
様
は
、
京
の
貴
人
た
ち
に
好

ま
れ
、垂す
い
ぜ
ん涎
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
製
作
は
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ

に
途
絶
え
ま
す
が
、現
代
の
茶
席
で
も
芦
屋
釜
は
至
高
の
存

在
で
す
。
そ
の
評
価
は
今
な
お
高
く
、国
指
定
重
要
文
化
財

の
茶
の
湯
釜
９
点
の
う
ち
８
点
を
芦
屋
釜
が
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
名
高
い
名
器
を
現
代
に
甦

よ
み
が
えら
せ
る
べ
く
、芦
屋
鋳い

物も

師じ

を
養
成
・
支
援
す
る
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
壮

挙
を
担
う
芦
屋
鋳
物
師
の
心
意
気
を
詠
ん
だ
句
で
す
。

万
葉
の 

崗お
か

の
湊
み
な
と
に 

来
た
る
旅
人

　
「
天あ
ま
ぎ霧
ら
ひ 

日ひ
か
た方
吹ふ

く
ら
し 

水み
ず
く
き茎
の
崗
の
水み

な
と門
に 

波
立

ち
わ
た
る
」

　
読
み
人
知
ら
ず　
万
葉
集
巻
７

　
古
代
、都
か
ら
大
宰
府
へ
下
っ
て

く
る
旅
人
は
、陸
路
到い

と
う
づ津
か
ら
島し

ま
ど門

の
駅
を
経
て
大
宰
府
へ
と
向
か
う

か
、
あ
る
い
は
関
門
海
峡
を
抜
け
、

響ひ
び
き
な
だ灘
か
ら
博
多
那
の
津
へ
と
船
を

着
け
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、「
崗
の
津
」
へ
立
ち
寄
り
風
景
を

め
で
た
歌
が
、万
葉
集
を
は
じ
め
幾
つ
か
に
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
偲し

の

ん
で
詠
ん
だ
句
で
す
。

　
芦
屋
か
る
た

　
芦
屋
か
る
た

　
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
「
芦
屋
か
る
た
」
で
、
新
し
く
な
っ
た

　
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
「
芦
屋
か
る
た
」
で
、
新
し
く
な
っ
た

札
を
紹
介
し
ま
す
。

札
を
紹
介
し
ま
す
。

広報あしや　2022.12㉗
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1 0 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人25
人110死亡

人06
人10

令和４年10月末日現在 令和３年10月末日現在
人　口
男　性6,468
女　性6,772
世帯数6,528

人
人 6,544

6,864
6,541 世帯

人
人

世帯

13,240 人 13,408 人

現代の芦屋釜が
福岡県知事指定特産工芸品に
　令和 4年 9月 2日、現代の芦屋釜が「福岡県知事指定特産
工芸品※」に指定されました。
　芦屋町では、平成 7年より一度途絶えてしまった芦屋釜の
復興に取り組んできました。今回の指定により、現代の芦屋釜
が公の評価を得たことになります。現代の芦屋鋳

い も じ
物師のよりい

っそうの活躍と芦屋釜の更なる振興が期待されます。
※�県内で製造される郷土色豊かで、一定の伝統性を有する工
芸品などを県知事が指定したものです。

▽ �問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３-５８８１）

▽
浜は

ま
ま
つ
ず
し
ん
な
り
が
ま

松
図
真
形
釜

　
八や
つ
き木
孝
弘
作

▽�
波
多
野
町
長
（
中
央
）
を
表
敬

訪
問
し
た
鋳
物
師
の
八
木
孝
弘

さ
ん（
左
）と
樋
口
陽
介
さ
ん（
右
）

ギャラリーあしやワークショップ
クラフトバンド講座
　紙でできた平たいロープ状の素
材、クラフトバンドを使用して簡単
なかごを作る大人向けの講座です。

▽ ��とき　12月 24 日土・午後１時
～３時

▽ ��ところ　中央公民館２階

▽対象　中学生以上

▽ ��定員　15人（事前申し込み先着順）

▽ �参加費　１００円（材料代）

▽ ��申し込み　11 月 29 日火～ 12 月 22 日木・午前９時～午
後５時に、中央公民館（☎２２２‐１６８１）へ
 ※月曜日は休館です。

クリスマス茶会
　子どもたちも楽しめるクリスマ
ス茶会を行います。気軽に参加し
てください。

▽ �とき　12月４日日・午前 10時
～午後１時 50分

▽ところ　芦屋釜の里大茶室

▽ �内容　抹茶とクリスマスの和菓
子による茶会

▽ �参加費　中学生以上５００円、小学生３００円、未就学児
２００円（入館料とお茶代）

▽ �問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）
※月曜日は休館です。

　正月に向けた、フラワーアレンジを
学びます。

▽ �とき　12月25日日・午後１時～３時

▽ �ところ　芦屋東公民館集会室

▽ �講師　山村朋代さん（はなの店てぃ
ーだ代表）

▽ �対象　町内に住んでいるか、通勤し
ている人

▽ �定員　14人（事前申し込み先着順）

▽ �参加費　２０００円（材料代）

▽ �持ってくるもの　花ばさみ、タオル、
作品持ち帰り用の袋

▽ �申し込み　12 月１日木～ 17 日土・
午前９時～午後５時に、芦屋東公民
館（☎２２２‐１９８１）へ
※月曜日は休館です。

芦屋東公民館講座　新年に花を飾ろう♪

フラワーアレンジメント


